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「白鷹町保育の将来ビジョン」答申②

各種審議会等委員を募集します④
パブリックコメントご意見と回答⑤
健康で安全な暮らしの財源のために⑥
広報紙に有料広告を募集します⑧

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務政策課

ココロの中の「悪いオニ」を退治　－　節分豆まき（２月１日・あゆかい保育園）
　昔話をもとに「みんなの中にもオニがいる」というお話を先生から聞いていた園児たち。すると「ドスン、ドスン」とい
う金棒を突く音とともに、赤オニと青オニが遊戯室に入ってきました。園児たちは勇気を出し、煎った大豆を「オニはーそ
と！」と叫びながら、オニに投げつけました。オニたちはだんだん力を落とし、西山の向こうへと逃げ帰りました。
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保
育
園
運
営
に
か
か
る

基
本
的
考
え
方

　

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
、
保
育

園
に
望
ま
れ
て
い
る
役
割
を
踏
ま

え
、
保
育
水
準
の
維
持
を
確
保
し
、

将
来
に
わ
た
り
柔
軟
か
つ
効
率
的

な
保
育
園
運
営
を
確
立
す
る
。
ま

た
、
良
好
な
保
育
園
運
営
の
た
め
、

監
査
体
制
の
構
築
を
望
む
。

①
こ
れ
か
ら
の
保
育
の
視
点

●
保
育
園
の
充
実
と
在
宅
で
子
育

　

て
す
る
か
た
へ
の
支
援
の
充
実

　

を
図
る
。

●
働
く
親
を
支
援
す
る
利
用
し
や

　

す
い
保
育
園
を
目
指
す
。

●
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
確
保

　

し
、
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な

　

ど
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め

　

る
。

②
保
育
園
の
効
率
的
な
運
営
の
視
点

●
保
育
園
の
運
営
は
、
民
営
化
を

　

基
本
と
し
段
階
的
に
進
め
る
。

●
民
営
化
に
よ
っ
て
確
保
す
る
財

　

源
・
人
材
を
活
用
し
保
育
サ
ー

　

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

●
民
営
化
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護

　

者
な
ど
へ
の
十
分
な
情
報
公
開
、

　

理
解
を
求
め
進
め
る
。

③
少
子
化
に
伴
う
対
応

●
こ
ぐ
わ
保
育
園
・
あ
ゆ
か
い
保

　

育
園
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
早

　

急
に
統
合
を
検
討
し
、
施
設
整

　

備
す
べ
き
で
あ
る
。

●
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の

　

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
併
設
な
ど
総

　

合
的
な
子
育
て
支
援
の
拠
点
づ

　

く
り
を
行
う
。

適
正
な
保
育
集
団
と

施
設
の
配
置

　

保
育
園
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
状
況
、
児
童
の
推
移
な
ど

を
考
慮
し
進
め
る
。
ま
た
、
統
合

に
あ
た
っ
て
の
適
正
規
模
や
保
育

園
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
保
育
を

効
果
的
に
達
成
で
き
る
こ
と
、
良

好
な
保
育
環
境
の
確
保
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

①
統
合
の
場
合
の保

育
集
団
の
規
模

●
定
員
１
５
０
人
程
度
と
し
、
う

　

ち
３
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
60

　

人
程
度
が
望
ま
し
い
。

●
乳
児
施
設
に
つ
い
て
は
、
入
り

　

口
、
園
庭
な
ど
を
別
に
し
、
安

　

全
・
健
康
・
衛
生
面
に
配
慮
す
る
。

●
乳
児
施
設
を
併
設
し
、
保
護
者

　

の
送
迎
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図

　

る
。

②
施
設
の
配
置
に
つ
い
て　

●
こ
ぐ
わ
、
あ
ゆ
か
い
保
育
園
を

　

統
合
す
る
。
よ
つ
ば
、
ひ
が
し

　

ね
保
育
園
は
当
面
２
園
を
配
置

　

す
る
。

●
通
園
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
通

　

園
時
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

　

る
と
と
も
に
統
合
に
あ
た
っ
て

　

は
、
運
行
時
間
を
配
慮
す
る
。

●
延
長
保
育
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

　

か
ら
保
護
者
の
送
迎
の
利
便
性

　

を
考
慮
し
た
施
設
配
置
が
望
ま

　

し
い
。保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
把
握

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
意
見
を

徴
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
や
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
視
点
か
ら
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

●
全
園
で
の
乳
児
保
育
の
実
施
や

　

延
長
保
育
の
時
間
延
長
な
ど
保

　

育
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図

　

る
。

●
子
育
て
相
談
や
在
宅
に
お
け
る

　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

　

め
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　

充
実
を
図
る
。

●
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
き
め
細

　

か
い
対
応
が
望
ま
れ
る
。

「
白
鷹
町
保
育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て

答 

申 

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

町
は
、
急
激
な
少
子
社
会
に
対
応
す
る
保
育
所
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
白
鷹
町
保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
（
会
長　

丸

川
敬
浩
）
に
諮
問
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
１
月
17

日
、
次
の
よ
う
に
答
申
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
今
後
は
、
答
申
を
尊
重
し
、
施
策
の
具
現
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
（
諮
問
事
項
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ら
た
か

11
月
12
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

白
鷹
町
保
育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て（
概
要
）
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付
帯
意
見

　

答
申
い
た
だ
い
た
意
見
と
と
も

に
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

○
保
育
園
の
配
置
に
つ
い
て
は
親

　

の
就
労
先
と
の
関
係
が
大
き
い

　

が
、
四
季
の
郷
地
内
に
あ
れ
ば

　

若
者
定
住
策
と
の
連
携
、
保
育

　

環
境
と
し
て
も
、
そ
の
地
域
の

　

魅
力
が
増
す
と
考
え
る
。

○
子
ど
も
が
増
え
る
よ
う
な
施
策

　

の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

○
小
学
校
の
統
合
に
見
ら
れ
る
よ

　

う
に
建
設
後
10
年
程
度
で
統
合

　

す
る
と
い
う
こ
と
は
予
算
の
無

　

駄
遣
い
で
あ
る
。
ま
た
施
設
の

　

有
効
活
用
も
必
要
で
あ
る
。

○
公
共
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

　

分
散
せ
ず
、
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン

　

ス
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

○
保
育
園
運
営
の
水
準
の
維
持
向

　

上
と
会
計
監
査
の
適
正
化
な
ど

　

外
部
監
査
体
制
の
構
築
を
望
む
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
い
た

だ
い
た
町
民
意
見
は
１
件
で
し
た
。

○
町
に
よ
る
園
運
営
の
継
続
と
職

　

員
を
正
職
員
と
し
、
増
員
す
る

　

よ
う
要
望
し
ま
す
。

これまでの経過

Ｈ19.６　第１回検討委員会
Ｈ19.７　第２回検討委員会
Ｈ19.８　保育士説明会・グループ検討
Ｈ19.９　保育士グループ代表者会・意見取りまとめ
Ｈ19.９　第３回検討委員会
Ｈ19.10　町保育園保護者会役員会、意見聴取
Ｈ19.10　第４回検討委員会
Ｈ19.11 ～ 12
　　　　 中間報告のパブリックコメント
Ｈ19.11　町区長会で中間報告説明
Ｈ19.12　議会総務厚生常任委員会で中間報告説明
Ｈ20.１　町長に答申

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係
　☎86－0212 ／ FAX86－0115
    E-mail：kenfuku@so.town.shirataka.yamagata.jp

※全文は、各保育園または町ホームページで
ご覧いただけます。

　町では、町環境基本計画を推進するため、白

鷹町の住みよい美しい環境をともに考えともに

つくる仲間を募集します。気軽に語り合いなが

ら、町が目指す環境像を実現していきましょう。

●募集する委員の名称
　白鷹町美しい郷づくり推進会議委員

●組織構成
　この会議は、ごみの減量化や地球温暖化対策

及び環境基本計画の推進活動を行います。ごみ

減量化対策を進めるうえで廃棄物減量等推進員

も兼ねて委嘱し、活動を行っていただいていま

す。

●募集人員
　５人程度（委員定数20人以内のうちの５人）

●任期
　平成20年４月１日～平成22年３月31日

●応募資格
（１）町内に住所を有し、応募時点で満20歳以

　　　上のかた

（２）ゴミの減量化や省エネ等の環境問題に興

　　　味のあるかた

（３）年６～８回程度の会議・啓蒙活動・およ

　　　びイベントに出席できるかた

（４）白鷹町の議員及び職員でないかた

（５）次の基準を満たしているかた

　　①納税の義務を果たしていること

　　②公民権を有していること

　　③破産宣告を受けていないこと

　　④被法定後見人、被法定補佐人、被法定補

　　　助人でないこと

　　⑤執行中の犯罪等がないこと

●応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、町

民税務課へ提出してください（応募用紙は町民

税務課に用意してあります。町ホームページか

らもダウンロードできます）。

●応募締切
　２月29日（金）当日消印有効

●その他
（１）応募者多数の場合は、「公募による白鷹町

　　　審議会等委員選考にかかる基準」を準用

　　　し選考のうえ、結果を通知します。

（２）委員には年間の活動に対し、謝礼を進呈

　　　します。

■問い合わせ　町民税務課
　くらし・環境推進係（☎85－6131）

「白鷹町美しい郷づくり推進会議」の
委員を募集します
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●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

白
鷹
町
社
会
教
育
委
員
�
兼
�

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�
社
会
教
育
委
員

�

社
会
教
育
�
関
�
研
究
調
査
�

�
�
行
�
�
教
育
委
員
会
�
諮
問

�
応
�
意
見
�
述
�
�
機
関
�
�
�

�
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

公
民
館
�
�
�
�
各
種
�
事
業
�

企
画
実
施
�
�
�
調
査
審
議
�
�

機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
10
回
程
度
�
研
修
�
会
議
�

�

�
�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
�
�
�
�
�
推
進
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
委
員

�

地
区
公
民
館
事
業
�
企
画
立
案
�

実
施
�
�
�
�
�
�
�
�
�
予
算

及
�
決
算
�
�
�
�
審
査
�
�
機

関
�
�
�

�
募
集
人
員�

各
地
区
公
民
館
�
人

�
応
募
資
格

�
各
地
区
公
民
館
�
管
轄
�
�
区

�

域
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
12
回
程
度
�
事
業
�
会
議
�

�

�
�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
�
�
�
�
�
推
進
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

文
化
財
�
保
存
及
�
活
用
�
�
�

�
�
調
査
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
回
程
度
�
会
議
�
�
�
出

�

席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

教
育
委
員
会
文
化

振
興
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

会
委
員

�

病
院
事
業
管
理
者
�
諮
問
�
応

�
�
病
院
事
業
等
�
運
営
�
関
�

�
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

各
種
審
議
会
等
委
員
�
募
集
�
�
�

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
20
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
�
�

�

�
出
席
�
�
�
�
�

�
担
当
部
署�

町
立
病
院
事
務
局

�
☎
85

�
�
�
�
�
�

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

◆
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◆
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

◆
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
執
行
中
の
犯
罪
が
な
い
こ
と

●
任
期　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日
（
白
鷹
町
病

院
事
業
等
運
営
委
員
会
は
平
成
20

年
７
月
１
日
〜
平
成
22
年
６
月
30

日
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
所

管
部
署
に
提
出
く
だ
さ
い
。（
応
募

要
項
・
応
募
用
紙
は
各
所
管
部
署

に
あ
り
ま
す
。
応
募
用
紙
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
の
締
め
切
り　

３
月
３
日

（
月
）
当
日
消
印
有
効
（
た
だ
し
、

白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員
会

は
、
５
月
30
日
（
金
））

●
選
考
方
法　

委
員
等
選
考
審
査

会
で
審
査
の
う
え
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果　

応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◆
身
分　

町
の
非
常
勤
特
別
職

◆
委
員
報
酬

①
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

：
　

年
１
万
６
０
０
０
円

②
白
鷹
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委

　

員

：

年
９
６
０
０
円

③
白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

　

会
委
員

：

年
２
万
円

④
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

　

員

：

年
１
万
６
０
０
０
円

⑤
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
委
員

：

一
日
６
０
０
０
円

（
会
議　

時
間
が
４
時
間
未
満
の

　

場
合
は
一
日
３
０
０
０
円
）

◆
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
任
命
さ
れ
ま
す

の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

等
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
規
定
�
�
�
公
募

結
婚
相
談
員
�
募
集
�
�
�

●
活
動
内
容　

結
婚
に
関
す
る
相

談
・
仲
人
活
動
な
ど

●
任
期　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

●
募
集
人
員　

15
人
程
度

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
結
婚
問
題
に
熱
意
と
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
か
た

(3)
原
則
と
し
て
月
１
回
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
か
た

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ

　

と
⑤
執
行
中
の
犯
罪
が
な
い
こ
と

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
10
日（
月
）当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他　

応
募
方
法
、
選
考
方

法
、
審
査
結
果
は
上
記
の
各
種
審

議
会
等
委
員
の
募
集
と
同
じ
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）
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山
形
地
方
法
務
局
長
井
支
局
廃
止
に
お
け
る

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
経
過
）

　

先
日
、「
山
形
地
方
法
務
局
長
井
支
局
を
平
成
20
年
２
月
22
日
付
け

を
も
っ
て
廃
止
し
、
同
月
25
日
よ
り
米
沢
支
局
に
統
合
す
る
」
旨
の

チ
ラ
シ
が
、
山
形
地
方
法
務
局
よ
り
新
聞
に
折
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
議
会
と
と
も
に
、
長
井
支
局
の
存
続
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
統
合
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
行
政

改
革
や
、
不
動
産
登
記
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
、
代
替
策
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
交
付
申
請
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
登
記
簿
謄
本
な
ど
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
に
は
、
法
務
局
米
沢
支
局
ま
た
は
山
形
地
方
法
務

局
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
で
交
付
可
能
に
な
る
）
ま
で
足
を
運
ば
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
不
便
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
な
い
か
た
、
ま
た
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
知
識
に
疎
い

か
た
な
ど
に
と
っ
て
は
、
申
請
す
る
に
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ら
を
受
け
、
白
鷹
町
は
長
井
市
と
と
も
に
、
登
記
簿
謄
本
な

ど
が
そ
の
場
で
取
得
で
き
る
「
証
明
書
発
行
請
求
機
」
の
設
置
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
山
形
地
方
法
務
局
で
は
、
長
井
市
内
に
設

置
す
る
よ
う
検
討
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
法
務
局

に
対
し
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
統
合
先　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局
（
〒
９
９
２

－

０
０
１
２

　

米
沢
市
金
池
７

－

４

－

33　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８ 

）

■
法
務
局
の
廃
止
・
統
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

山
形
地
方
法
務
局
総
務
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

１
３
２
１
）

　ご意見　　主に、第５条の重点施策の推進について。

１．協働のまちづくりの理念を生かすについて
　住民総参加の推進体制、つまり住民が一つ一つの重点施
策に主体的に活動できるよう、どのように組織するか課題
だと思います。これまで行政主導の提案は、少なからず住
民に十分浸透していなかったように思えます。それは「協
働」の具体化の手順、方法の周知が不足していたからでは
ないでしょうか。
※次の過程を大切にしたい（基本的な協働の理念の具体化）
　①住民と関係行政機関とが「目的」を共有し合う。
　②お互いの役割分担を明確にする。
　③それぞれ対等な立場で責任を果たす。
　④一つ一つの段階で目的が達成されていることを確認し、
　　成果を評価し合う。そして次の目的に。
　協働のまちづくり活動は上記①～④の姿が普通の状態に
なり、互いに活動の成果を確かめ合えることだと思います。
２．地域づくりのこれまでの動きについて
　ここ数年来、暮らしの安心安全の地域づくりの動きがあ
りました。たとえば災害弱者支援ネット、登下校の安全、
健全育成活動、防災、防犯などへの取り組みです。地域に
よって取り組み方や組織の違いが見えますが、それぞれの
特色を生かしながら推進体制に組み入れてほしい。
３．第５条に加えたい項目
　①食の安全
　②感染予防（インフルエンザ、ノロウイルス）
　③公園の遊具の安全

　回　答

　貴重なご意見をいただき、大変ありがとうござ

います。

　協働のまちづくり条例の基本理念にもあります

ように、町民の自発的な参画のもと、互いの役割

と責任を分担し、町民と町とが一体となって安全

で安心な住みよい地域社会の実現していくことが、

この条例の目的でもあります。

　このことを含めご意見の内容をより具現化する

には、意識の高揚、情報の共有、人材の育成、推

進体制の確立、ネットワークの構築などが課題と

考えており、今後、連絡調整会議、情報・推進連

絡網などの整備を予定しているところです。

　食の安全、感染予防（医療の安全）について、

広義では第５条の (7) 号に含むものですが、許認

可が関連すること及び専門性が高いため、国・県

との連携を密にし、個別対策として対応したいと

考えています。また、公園の遊具の安全について

は、第５条の (1) 号及び (3) 号に含むものです。

　日常生活を営むなかで、安全がすべての基盤で

あります。安全で安心なまちづくりを進められる

よう、今後ともよろしくお願いいたします。

ＰパブリックＣコメント
パブリックコメントにご意見を
お寄せいただきましたので、回
答いたします。

●案件名「白鷹町安全安心まちづくり条例（案）」について
●お寄せいただいたご意見　１人

問い合わせ
総務政策課生活安全係
☎85-6122 ／ FAX85-2128
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自主納税と滞納
－健康で安全な暮らしの財源のために－

■自主納税について
　町税は、納税者の皆さんが定められた期間内に自ら納めていただくもので、これを
「自主納税制度」といいます。
　町では、町民の皆さんが健康で安全な暮らしができるようさまざまな仕事を行って
いますが、町税は、こうした仕事を進めるために必要な財源の根幹をなすものです。

■納税が遅れると
　納期限を過ぎても納付されずに放置された場合、督促手数料や
思いも寄らない高額な延滞金になる場合もあります。
　期間内納付にご理解とご協力をお願いします。

■滞納処分（差押え→換価→町税充当）について
　納税をお願いしても納付していただけず、納税相談もなされない場合には、
やむを得ず財産の「差押え」を行います。
　それでも納付していただけない場合は、
これらの財産を公売などにより「換価」町
税に充当することになります。

■還付金詐欺にご注意を
　税務署の職員を装い、「還付金があります」
と言葉巧みにだまして銀行のＡＴＭ（現金
自動預払機）を操作させ、振り込みをさせ
る手口の被害が発生しています。
　税務署の職員や町の税務担当職員などは、
還付金の受け取りのために金融機関等のＡ
ＴＭの操作を求めることはありません。
　不審に感じたら、即答せずに、町民税務
課または最寄りの税務署などまでご連絡く
ださい。

【実際に起こった詐欺】

①被害者　埼玉県在住　男性　80歳代

②被害金額：100万円弱

③具体的な手口

　昨年12月18日の午前10時ころ、被害者のもとへ「医

療費の控除を５年分還付します。主税局業務課（実際

には存在しない課名）に電話をすれば、手続きを教え

ます」という電話が男からあった。「国税か」と聞くと

「都です」と答えた。被害者が指定された番号に電話

をしたところ、取引銀行に行くよう指示された。取引

銀行へ行き、携帯電話から上記の電話番号にかけ、指

示を受けながらＡＴＭを操作した。操作が終わったあ

とで、振込明細書が出てきたため、不審に思い尋ねる

と「執務上、問題ありません」と言われ、電話を切ら

れた。その後、銀行の窓口に相談しところ、100万円

弱（預金残高の半分程度）を振り込んでしまったこと

が分かった。その後、東京都主税局相談広報係に電話

で問い合わせ、だまされたことが判明したので、警察

署へ被害届を出した。

不
動
産
の
公
売

　

町
税
の
滞
納
に
よ
り
、
差
押

え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
入
札
日
時　

２
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
入
札
場
所　

役
場
２
階
会
議

室▼
公
売
物
件

①
所
在　

下
山
地
内

②
物
件
の
種
類　

旅
館

③
物
件
の
概
要

・
鉄
骨
造
高
床
式
２
階
建

・
公
簿
上
の
面
積

　
　

１
階　

１
７
６
・
３
㎡

　
　

２
階　

14
・
４
６
㎡

※
敷
地
に
つ
い
て
は
、
公
売
物

件
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
売
却
予
定
価
格　

50
万
円

▼
入
札
保
証
金　

５
万
円

※
そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
町
民
税
務
課
で
閲
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課

収
納
係
（
☎
85

－

６
１
０
６
）

問い合わせ
町民税務課収納係
☎85－6106
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白
鷹
学
講
座　

パ
ー
ト
６

平
成
19
年
度
置
賜
地
域
男
女
共
同
参
画
講
座　
　

家
田
荘
子
氏
講
演
会

自
分
�
�
�
生
�
�
�
�
�

 
―

家
田
�
�
�
�
�
�―

い　

つ　

３
月
16
日（
日
）
午
後
１
時
〜

（
昼
12
時
30
分
開
場
／
終
了
予
定
３
時
）

ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　

作
家
の
家
田
さ
ん
は
、
光
の
当

っ
て
な
か
っ
た
世
界
や
弱
者
、
女

性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
直
接
本

人
に
取
材
を
す
る
こ
と
で
真
実
を

つ
か
み
、
社
会
問
題
を
提
起
し
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、
弱
者
の
立

場
に
立
っ
た
「
生
の
声
」
を
お
伝

え
い
た
だ
き
、
現
代
社
会
に
生
き

る
わ
た
し
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
ヒ
ン
ト
な
ど
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

●
日
程

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
と
ん
と
昔

話
の
一
人
芝
居
／
菊
地
悦
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
午
後
１
時
〜
）

②
講
演
会
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

③
パ
ネ
ル
展
示
・
書
籍
販
売

④
講
演
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
・
写

　

真
撮
影
予
定
（
書
籍
購
入
者
）

●
定
員　

２
０
０
人（
全
席
自
由
）

●
チ
ケ
ッ
ト　

無
料
で
す
が
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
。

●
入
場
整
理
券
取
扱　

教
育
委
員

会
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民

館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

●
託
児
サ
ー
ビ
ス　

料
金
は
無
料

で
す
が
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
申
し
込
み
は
３
月
７
日
ま
で
）。

●
主
催
・
共
催　

山
形
県
、
山
形

県
生
涯
学
習
文
化
財
団
（
山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）、白
鷹

町
、
白
鷹
学
講
座
企
画
委
員
会
、

置
賜
地
域
男
女
共
同
参
画
講
座
白

鷹
町
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）・
総
務
政
策
課
政

策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

家
いえ

田
だ

荘
しょう

子
こ

（作家・真言宗僧侶）

　日本大学芸術学部放送学科卒業。女優、セー
ルスレディ、取り立て屋、コンパニオンなど10
以上の職歴を経て作家に。昨年、高野山で真言
宗僧侶になる。小説、エッセイ、コミックの原
作などの作品も数多く発表。必ず本人に会って
取材し真実を伝えるノンフィクション作品に定
評がある。著作本は120作品にのぼる。
「極道の妻たち１～15」「バブルと寝た女たち１
～４」「惚れたらあかん」など30作品以上が映像
化されている。

�
最
上
川
�
文
化
的
景
観
�

世
界
遺
産
登
録
�
向
�
�

　白鷹町衛生組合連合会主催
「最上川と水」を考える講演会

　「最上川の文化的景観」が世界遺産登録
候補として提案されました。山形ならでは
の資産の価値を再認識し、みんなで育てて
いくために水環境にスポットを当てた講演
会を行います。

●い　つ　２/26（火）午後１時30分～
●どこで　パワーセンター

▼内容
１．講演「最上川と水」
　　講師　佐藤五郎さん
　　　　（米沢中央高校副校長）
２．事例発表
　①萩野地区水質改善事業
　②菜の花プロジェクト
■問い合わせ　町民税務課
　くらし・環境推進係（☎85－6131）

川がつなぐひと・もの・ゆめ
～ from  ヨーロッパ  to  やまがた～

　山形県の世界遺産登録に向けた運動が始まってい
ます。わたしたちも関心を高め、登録へつながる市
民活動を盛り上げましょう。

●い　つ　２/16（土）午後１時～午後３時30分
●どこで　パワーセンター

▼内容
①「世界遺産を目指す意味と価値」
　  講師　渡部奏山さん（山形県世界遺産推進室長）
②「世界遺産の提案コンセプトの方向性」
　  講師　山口博之さん
　（山形県世界遺産推進室企画調査主査）
③「世界遺産、観光と地域：日本とドイツの事例から」
　  講師　フンク・カロリンさん
　（広島大学大学院総合科学研究科准教授）
▼入場料　無料（事前にお名前をお知らせください）
■主催・問い合わせ
　美しい山形・最上川フオーラム（☎023-666-3737）
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み
な
さ
ん
の
広
告
を�
町
報
�に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

｜

「
広
報
し
ら
た
か
」で
は
、
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

｜

よ
り
魅
力
あ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
て
①

　

町
で
は
、
産
業
の
振
興
と
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
生
活
情
報
な

ど
の
提
供
を
目
的
に
、「
広
報
し
ら
た
か
」
の
紙
面
に
有
料
広
告

を
募
集
・
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
紙
は
、
町
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る
町
民
に
身
近
な

「
町
の
情
報
紙
」
で
す
。
広
告
掲
載
に
よ
る
宣
伝
効
果
は
大
き

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
充
実
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
号
か
ら
掲
載
を
始
め
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【広告概要】
１．掲載できるかた
（１）置賜地区内に住所を有する事業所または事業主

（２）白鷹町に縁のあるかたが関係する事業所または事業主

２．掲載できる広告の内容
（１）公正で真実な内容のもの。

（２）広告の受け手に不利益を与えないもの。

（３）児童及び青少年に与える影響を考慮したもの。

（４）品位を保ち、健全な風俗習慣を尊重したもの。

（５）関係法規及び社会秩序を遵守したもの。

３．掲載規格と価格

（１）１号広告

○規格　縦48mm ×横88mm

○色　２色（黒とシアン）

○掲載料　8,000円／回

（２）２号広告

○規格　縦48mm ×横180mm）

○色　２色（黒とシアン）

○掲載料　15,000円／回

１
号
広
告
イ
メ
ー
ジ

広告 広告



　　 広報しらたか　2008.2.12●9

【広報しらたか（定刊号）について】
○発 行 日　毎月12日（休日の場合は繰り上げ）
○規 格　Ａ４版16㌻～ 28㌻程度
○発行部数　5,700部
○配 布 先　町内全戸、町内関係機関、県内関係機関
　　　　　　首都圏在住の町出身者（希望者）など
○そ の 他　白鷹町のホームページでも見ることがで
　　　　　　きます。

広告申込から掲載まで

①申し込み

○広告掲載を希望する「広報しらたか」の発行日の
　30日前（前月の12日ころ）までに、専用の申込用
　紙（広告掲載申込書）に広告案を添えて申し込ん
　でください。
○申込用紙は、町ホームページからダウンロードで
　きます。また総務政策課情報企画係にもあります。

②審査・決定

○広告掲載要綱と取扱基準に従い審査し、掲載の可
　否を決定します。
○掲載できる場合は、「広告掲載採用通知書」と広告
　掲載料の納付書を送付します。掲載できない場合
　は、「広告掲載不採用通知書」を送付します。
○掲載の優先順位は「国・地方公共団体」「公共的性
　格のある企業」「町内事業所」「町外事業所」となり
　ます。
○掲載できる広告が多数あった場合は、申し込み順
　により決定します。

③広告料の支払い

○広告掲載料は「広告掲載採用通知書」に記されて
　いる期限までに、納付書で払い込んでください。
○広告掲載料は、原則として前納していただきます。
※町指定金融機関で払い込みができます。

④版下原稿作成

○版下原稿は各自作成し、発行日の15日前までに電
　子媒体（CD-R 、DVD、M0、FD、USBフラッシュメ
　モリ）でお持ちいただくか、Ｅメールで送信して
　ください。
○詳しいデータ形式などはお問い合わせください。

⑤確認・編集・印刷

○編集者が提出された版下原稿データを確認し、ペ
　ージに割り付けます。
○そのままの形で「広報しらたか」に掲載します。
○校正は行いませんので、内容に間違いがないよう
　にご注意ください。

⑥発行

○あなたの広告が掲載された「広報しらたか」が、
　町民の皆さんの手に届きます。
○町のホームページにも広報紙が掲載されます。
※広告は下段のイメージのように掲載されることに
　なります。
※そのほか詳しくは、町ホームページに掲載の要綱
　・基準をご覧ください。

■問い合わせ
　総務政策課　情報企画係（☎85-6121）
　E-mail：soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

申し込みを希望される事業所のかたは、下の手
順に沿って、ご応募ください。

広告

２
号
広
告
イ
メ
ー
ジ
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　１月27日、中央公民館で、自主防災組織
推進セミナーが行われました。新潟県中越
地震で被災した齋藤隆さん（山古志支所地
域振興課長）を講師に招き、地域の防災に
ついて学びました。齋藤さんは「震災では
地域のつながりがあったから迅速に救助で
きた。災害に強い地域となるには組織をつ
くることも必要だが、日常のコミュニティ
ーが一番大事。地震の恐怖体験を未来の子
どもたちに伝えていきたい」と話しました。

�
�
�
�
�
年
�
�
�
教
訓
�
伝
�
�
�

自
主
防
災
組
織
推
進
�
�
�
��
置
賜
総
合
支
庁
�
白
鷹
町
主
催
�

　１月27日、深山観音堂で消火訓練が行わ
れました。文化財文化デーに合わせ毎年行
っているもので、地元の深山観音堂自衛消
防隊、消防団、白鷹分署の皆さんなど30人
が参加しました。半鐘の合図とともに、常
設の放水銃２機とポンプ車から伸ばしたホ
ースから放水。雪で足元の悪い状況ながら、
素早く消火活動が行われました。地域の心
でもある国指定重要文化財は、こうした地
元の人びとの日々の努力で守られています。

地
域
�
文
化
財
�
火
�
手
�
�
防
�

深
山
観
音
堂
自
衛
消
防
隊
総
合
訓
練

　１月19日、豪雪列車が荒砥駅に到着しま
した。フラワー長井線に乗り置賜各所を一
日で旅する企画で、今回は白鷹版。町外か
らの参加者30人ほどが丈六地蔵や八乙女八
幡神社を巡りました。目玉企画は全員でそ
ば打ちに挑戦。そば振興会の皆さんの指導
を受けながら、そば粉をこねたり伸ばした
りで個性あるそばができあがりました。味
もまた格別の様子。参加者は真冬の白鷹の
魅力を体験し、荒砥駅を後にしました。

長
井
線
�
行
�
�
�
�
�
�
�
�
�
旅
�
第
�
弾

豪
雪
列
車
�
�
�
打
�
�
�
�
巡
�
�
旅

　１月27日、十王地区の山峡の里で、十王
雪まつりが行われました。十王地区の青年
会（佐藤貴光会長）が中心となり、企画、開
催したもの。巨大な雪製の滑り台やスノー
ランタンが準備されました。特に「十王雑
煮合戦」では、チームごと特色ある６つの
雑煮鍋が振る舞われました。子どもたちも
「いろんなあったかい雑煮があっておいし
い」とニコニコ顔。地域の皆さんが身を寄
せ、心を一つにした行事となったようです。

構
想
�
�
�
年
�地
域
�
熱
意
�
結
集

第
�
回
十
王
雪
�
�
�

荒
砥
高
校
と
鮎
貝
小
学
校
の

交
流
発
表
会

　

１
月
28
日
、
荒
砥
高
校
と
鮎
貝

小
学
校
の
交
流
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
両
校
が
取
り
組
む
福
祉

や
環
境
の
学
習
を
発
表
し
合
い
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
自
ら
が

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
今
年
で
３
年
目
。
高

校
生
は
、
町
内
福
祉
施
設
で
の
職

場
体
験
に
つ
い
て
発
表
し
、
利
用

者
の
か
た
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
得

た
言
葉
や
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
は
、

り
ん
ご
の
摘
果
作
業
か
ら
福
祉
施

設
に
届
け
る
ま
で
を
振
り
返
り
、

自
分
た
ち
の
手
掛
け
た
作
物
を
人

び
と
に
食
べ
て
も
ら
う
喜
び
な
ど

を
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
を
通
し
、
人
び
と
の

か
か
わ
り
や
環
境
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
児
童
生
徒
。
今
後
の
学
校
生

活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

▲荒砥高校吹奏楽部の発表ではアニメ
ソングなどが演奏され、頭を振り笑顔
でリズムを取る子どもたちもいました。
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１
月
19
日
、
パ
レ
ス
松
風
に
お

い
て
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
約

70
人
が
出
席
し
、
白
鷹
町
ス
ポ
ー

ツ
振
興
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
会
に
先
立
ち
、
白
鷹
町
体

育
協
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
功
績
の
あ
っ
た
か

た
、
競
技
者
と
し
て
す
ば
ら
し
い

成
績
を
収
め
た
か
た
が
た
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
啓
発
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
は
、
中
山
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
準
備
委
員
会
（
中
山

町
）
事
務
局
長
の
今
野
芳
さ
ん
か

ら
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
元
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、
ク
ラ

ブ
設
立
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
る

話
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会

表
彰
の
皆
さ
ん

●
指
導
功
績
賞

　

戸
借
清
策
（
中
山
）

　

＝
鷹
山
地
区
社
会
体
育
振
興
会

●
殊
勲
賞

　

岩
澤　

優
希
（
山
口
）

　

＝
剣
道
・
左
沢
高
校

　

鈴
木　
　

豊
（
中
山
）

　

＝
陸
上
・
山
形
大
学

　

信
夫　

香
織
（
鮎
貝
）

　

＝
陸
上
・
山
形
城
北
高
校

●
栄
光
賞

　

海
老
名
大
空
（
箕
和
田
）

　

＝
陸
上
・
長
井
高
校

　

江
口　
　

聡
（
山
口
）

　

＝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

白鷹町
の元気100歳・笑顔100彩

鈴木ちとせさん（中山）佐藤あさゑさん（黒鴨）児玉志めさん（高玉） 齋藤ことさん（荒砥）

　１月４日と７日、今年100歳（数え年）を迎えられるかたがたに、
町から祝品の打出の小づちと祝金が贈られました。
　明治42年生まれの４人のかたがたが100歳を迎えられました。本当
におめでとうございます。皆さんのご長寿の秘訣は、好き嫌いなく何
でも食べることとのこと。わたしたちも見習いたいものですね。
　これからもお元気でお過ごしください。

梅
津
美
智
代
さ
ん（
荒
砥
乙
）が

山
形
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選

　

梅
津
美
智
代
さ
ん
制
作
の
紙
芝

居
「
弘
法
水　

せ
ん
ね
ん
生
き
た

菖
蒲
の
伝
説
」
が
、
今
年
度
の
県

自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
な
作
品
と
認
め
ら
れ
、
社
会

教
育
部
門
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

梅
津
さ
ん
は
、
菖
蒲
地
区
に
湧

く
清
水
に
ま
つ
わ
る
話
を
本
で
読

み
、
千
年
も
の
間
弘
法
大
師
の
言

葉
を
伝
え
て
き
た
菖
蒲
の
人
び
と

の
心
意
気
に
感
動
し
、
そ
の
物
語

を
多
く
の
人
び
と
に
伝
え
、
次
の

世
代
に
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い

と
紙
芝
居
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
伝
わ
る
物
語
が
繊
細
に

い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
に
も
響
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

第
19
回
白
鷹
町
�
�
�
�
振
興
懇
談
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
蚕
桑
地
区
公
民
館
に

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
は
、
山
形
県
が
救
護
体

制
の
充
実
を
目
的
に
展
開
し
て
い

る
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
集
落
設
置
推
進
事
業
」

を
活
用
し
て
導
入
さ
れ
、
蚕
桑
地

区
公
民
館
の
玄
関
付
近
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
に
は
、
講
習
会
が
行

わ
れ
、
蚕
桑
地
区
の
皆
さ
ん
28
人

は
白
鷹
分
署
の
救
命
救
急
士
の
か

た
か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
操
作
方
法
な
ど
を
教
わ
り
ま
し

た
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
町
�
�
�
�
�
�
寄
付
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
19
年
度
、
こ
れ
ま
で
白
鷹

町
に
対
し
て
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
か
た
が
た
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
い
た
だ
い
た
志
な
ど
は
、
白

鷹
町
の
安
全
安
心
、
福
祉
、
教
育

な
ど
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

●
ホ
ー
ク
ス
会
様

　

４
月
24
日
、
ホ
ー
ク
ス
会
（
会

長　

大
嶋
勝
）
様
よ
り
、
こ
ぶ
し

の
家
運
営
へ
の
助
成
を
目
的
と
し

て
、
現
金
10
万
円
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
施
設
の
利
用
者
の

た
め
に
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
東
北
電
力
長
井
営
業
所
様
（
長

井
市
）

　

５
月
17
日
、
東
北
電
力
株
式
会

社
長
井
営
業
所（
所
長　

吉
野
進
）

様
よ
り
、
街
路
灯（
20
㍗
蛍
光
灯
）

12
灯
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
安
全
安
心
、
防
犯
の
た
め
、

町
内
各
所
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
丸
山
正
志
様
（
荒
砥
甲
）

　

６
月
13
日
、
丸
山
正
志
様
（
荒

砥
甲
）
よ
り
、
荒
砥
小
学
校
に
対

し
絵
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
小
角
又
次
様
（
東
京
都
）

　

８
月
29
日
、
小
角
又
次
様
よ
り
、

水
彩
画
６
点
と
画
集
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
内
公
共
施
設
な

ど
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
（
匿
名
希
望
様
）

　

９
月
14
日
、
町
の
福
祉
向
上
を

の
た
め
に
、
現
金
20
万
円
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
老
人
福
祉
関

係
の
備
品
購
入
の
た
め
に
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
橋
本
善
男
様
（
山
形
市
）

　

９
月
26
日
、
橋
本
善
男
様
よ
り
、

現
金
１
０
０
万
円
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
発
展
の
た
め
に
有

意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

様
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
山
形
県
本
部
様
（
山
形
市
）

　

10
月
１
日
、
山
形
お
き
た
ま
農

業
協
同
組
合
様
、
全
国
共
済
農
業

協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
様

よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通
安
全

と
事
故
防
止
の
た
め
、
町
内
各
所

で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
安
部
九
郎
様
（
荒
砥
甲
）

　

10
月
５
日
、
安
部
九
郎
様
よ
り
、

町
の
教
育
振
興
の
た
め
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
１
台
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
蚕
桑
小
学
校
で
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
嶋
林
光
夫
様
（
荒
砥
甲
）

　

12
月
、
嶋
林
光
夫
様
よ
り
掛
け

軸
１
幅
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
安
部　

武
様
（
十
王
）

　

12
月
28
日
、
安
部
武
様
よ
り
、

門
松
１
対
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
１
月
中
旬
ま
で
役
場
玄
関
に

飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
羽
黒
電
子
株
式
会
社（
米
沢
市
）

　

１
月
23
日
、
羽
黒
電
子
株
式
会

社
（
社
長　

須
藤
隆
司
）
様
よ
り
、

町
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

車
い
す
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
社
が
環
境
保
全
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
か
ら
確
保
さ

れ
た
車
い
す
で
す
。

荒砥駅前交流施設資料館特別展パート１

祝・県無形文化財指定（平成19年12月25日）
本場米琉白鷹板締め小

こ

絣
がすり

膳びなと版画展
白鷹が養蚕で栄えた明治・大正・昭和の品
を中心に展示します。ひな人形が放つ、
当時の人びとの息吹を感じてください。
●期間　２月～３月末
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

バリアフリー

　町の健康増進計画（元気ニコニコしらたか21）では、町民の元気な暮らし
のために、たとえ障がいがあっても地域の人や仲間と交流し楽しみや生きが
いをもって暮らせることを目指しています。
　これを受けて、「バリアフリー」推進について取り組んでいます。

健康のひろば

〞

心
の
健
康
づ
く
り
〞
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

�

�
年
寄
�
�
多
�
�
認
知
症
��
�
�
病
�
�
�
�
�

●
う
つ
病
と
は
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
？

�

�
�
病
�
�
気
分
�
落
込
�
�
長
期
間
続
�
�
日
常
生
活

�
支
障
�
表
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
？

�

認
知
症
�
�
記
憶
�
認
知
�
障
害
�
表
�
�
�
飯
�
食
�

�
�
�
忘
�
�
�
�
�
日
常
生
活
�
大
変
混
乱
�
�
病
気
�

�
�

�

�
�
�
�
�
年
寄
�
�
家
族
�
�
�
�
�
�
非
常
�
負
担

�
大
�
�
病
気
�
�
�
心
�
健
康
�
心
�
�
�
�
�
�
�
�

視
点
�
支
援
�
必
要
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
早
期
発
見
、
早
期
治
療

�

病
気
�
正
�
�
理
解
�
�
異
常
�

早
期
�
気
�
�
�
専
門
機
関
�
相
談

�
受
診
�
�
�
�
�
大
切
�
�
�
怖

�
�
�
�
心
�
病
気
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
�
�
�
�

�
放
置
�
�
�
�
�
�
�
�
�

②
見
守
り
ネ
ッ
ト

�

日
常
生
活
�
営
�
能
力
�
低
下
�
見
�
�
�
�
�
�
本
人

�
家
族
�
�
�
�
負
担
�
大
�
�
�
支
�
�
�
�
�
�
�
�

�
必
要
�
�
�
�
�
�
病
気
�
障
害
特
性
�
正
�
�
理
解
�

見
守
�
�
�
�
心
�
�
�
�
�
�
�
�
第
一
歩
�
�
�
見
守

�
�
�
�
�
�
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�

�
�
認
知
症
��
�
�
病
�
�
相
談
�
�
�
�
�
�
地
域
包
括

支
援
�
�
�
�
�
☎
86

�

�
�
�
�
��
健
康
推
進
係
�
☎
86

�

�
�
�
�
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

み
ん
な
に
や
さ
し
い
�
バ
リ
ア
フ

リ
�
と
ユ
ニ
バ
�
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

出
入
り
口
の
段
差
を
な
く
す
、

廊
下
に
手
す
り
を
付
け
る
、
歩
道

に
展
示
ブ
ロ
ッ
ク
を
施
す
な
ど
が

思
い
浮
か
び
ま
す
。
こ
れ
も
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
対
象
は
も
っ
と
広
い
の

で
す
。
不
自
由
な
状
態
に
は
歩
行

が
困
難
な
ど
の
「
身
体
」
だ
け
で

は
な
く
「
心
身
」
と
と
ら
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
認
知
症
の
お
年
寄
り

に
つ
い
て
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
「
心
に

ひ
い
た
風
邪
」
と
い
わ
れ
る
「
う

つ
」
に
つ
い
て
は
…
。
認
知
症
や

う
つ
病
な
ど
は
、
だ
れ
で
も
な
り

う
る
病
気
で
す
。

　

体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り

で
あ
っ
て
も
、
心
に
障
が
い
を
持

っ
て
い
て
も
、
元
気
な
人
と
同
じ

く
社
会
参
加
が
で
き
生
活
の
質
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
理
想
と
さ
れ
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
も
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
も

「
す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
、
す

べ
て
の
人
に
や
さ
し
く
」
と
い
う

こ
と
が
基
本
に
あ
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
一
人
ひ
と
り
が
意
識
す
る

こ
と
が
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
に

や
さ
し
い
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い

健
康
な
町
へ
の
第
一
歩
で
す
。

ユニバーサルデザイン（万人向け設計）
＝障がい者・お年寄り・健常者の区別なしに、すべての人が
使いやすいように製品・建物・環境などをデザインすること

▲イラストのような自動販売機を見たことありますか。お
金を入れる所と商品の取り出し口が、車椅子で利用しやす
い位置にある自動販売機。元気な人でもしゃがまずに楽に
商品を取り出すことができます。このようなデザインは健
常者にもやさしいですよね。障がいを理解し、ふれあうこ
とも心のユニバーサルデザインです。
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�

少
�
�
�
�
年
�
�
回
�
�
健

康
診
断
�
受
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
介
護
者
�
身
体
的
�
精
神

的
�
社
会
的
�
家
庭
的
�
健
康
�
�

家
庭
介
護
�
最
�
重
要
�
基
本
�

�
�

■
介
護
に
関
す
る
こ
と
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佳
作　

新
鮮
な
香
り
漂
う
青
畳　
　
　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

新
鮮
な
野
菜
早
く
も
虫
試
食　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

自
家
野
菜
派
手
で
は
な
い
が
新
鮮
で　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

客
足
を
今
日
も
伸
ば
し
た
直
売
所　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

朝
採
り
の
青
菜
市
場
が
混
ん
で
い
る　
　
　

高　

玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

朝
市
の
野
菜
に
露
が
映
え
て
い
る　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

新
し
い
背
広
出
勤
も
う
近
い　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

新
鮮
な
朝
の
空
気
を
深
呼
吸　
　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

新
鮮
を
売
り
物
に
す
る
朝
の
市　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

〃　
　

正
月
の
妻
新
鮮
に
見
違
え
る　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

新
鮮
な
自
家
取
り
野
菜
で
足
り
る
幸　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

エ
プ
ロ
ン
の
白
が
ま
ぶ
し
い
新
所
帯　
　
　

長　

野　

坂
本　

静
子

秀
逸　

新
鮮
さ
地
産
地
消
の
命
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

ま
な
板
の
上
で
は
ね
て
る
新
鮮
魚　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

朝
刊
の
匂
い
新
鮮
い
い
目
ざ
め　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

新
鮮
が
命
無
人
の
直
売
所　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

過
疎
の
里
清
水
ざ
ん
ぶ
と
青
野
菜　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

新
鮮
な
若
い
感
覚
意
表
つ
く　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

新
鮮
な
野
菜
寝
て
い
る
雪
の
下　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

魚
市
場
青
い
鮮
魚
に
に
ら
ま
れ
る　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

さ
わ
や
か
に
青
い
背
広
が
今
巣
立
つ　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

新
鮮
な
表
示
に
偽
装
見
え
隠
れ　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

五
客　

新
鮮
を
売
り
の
老
舗
が
偽
装
す
る　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

朝
採
っ
た
新
鮮
野
菜
送
る
母　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

新
鮮
な
感
動
孫
に
あ
り
が
と
う　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

新
鮮
な
夢
追
い
か
け
た
青
春
歌　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

粗
食
で
も
新
鮮
野
菜
飾
る
膳　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

人
位　

浜
近
い
刺
身
の
う
ま
い
う
ま
い
こ
と　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

地
位　

新
鮮
な
音
で
大
根
漬
け
を
食
う　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

直
売
所
露
を
背
負
っ
て
茄な

す子
胡き
ゅ
う
り瓜　

　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

軸　

目
出
鯛
の
気
品
を
盛
っ
た
活
け
作
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

克
二

次
回　

「
枕
」
二
月
末
ま
で
。「
響
く
」
三
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

　

前
回
１
月
号
の
「
色
あ
せ
た
野
良
着
中
々
捨
て
が
た
い
」
の
作
者
は
、

金
田
コ
ト
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

�
町
報
川
柳
�　 

　
　

新
鮮　
　
　
　

菊
地　

克
二　

選

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

3.6%家出を考えたこともある

4.2%その他

4.4%自殺や心中を考えたこともある

4.8%無気力

11.9%家族にあたりちらす

13.9%悩んでいることは特にない

15.0%家庭生活そのものが不安

21.1%病気がちで健康に不安

30.7%気持ちがふさぎこみがち

40.8%この先の不安感がいつもある

50.8%睡眠不足になりがち

51.3%自分の自由になる時間がない

56.6%体が疲れる

　

川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉

山
孝
博
さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の

12
カ
条
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
12
条
「
自
分
の
健
康
管
理
に
も

気
を
つ
け
て
」

�

日
本
精
神
病
院
協
会
�
調
査
�

�
�
�
�
介
護
�
悩
�
�
�
�
下

記
�
�
�
�
�
�
�
�
結
果
�
出

�
�
�
�
�

�

高
齢
�
介
護
者
�
多
�
�
�
�

�
�
�
一
人
�
介
護
�
�
�
�
�

�
�
�
�
例
�
少
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
家
事
�
仕
事
�
気
�
許
�

�
�
介
護
�
加
�
�
�
�
�
�
�

�
介
護
�
�
�
�
�
続
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
将
来
�
対
�
�

不
安
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
介

護
者
�
健
康
管
理
�
非
常
�
重
要

�
�
�

▲

グ
ラ
フ　

介
護
者
の
悩
み

映
画「
ふ
み
子
の
海
」上
映
会

　

戦
前
の
新

潟
を
舞
台
に
、

暗
い
世
相
の

時
代
に
貧
困

と
差
別
の
中

に
置
か
れ
た
一
人
の
盲
目
の
少
女

の
物
語
で
す
。
過
酷
な
境
遇
で
も

教
育
に
憧
れ
、
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
、

や
が
て
盲
教
育
へ
の
道
を
歩
も
う

と
す
る
少
女
の
希
望
と
、
そ
の
希

望
を
叶
え
よ
う
と
す
る
大
人
た
ち

の
姿
。
真
実
の
力
強
さ
で
、
人
び

と
を
励
ま
し
、
希
望
へ
と
向
か
わ

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

３
月
15
日
（
土
）

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
〜

④
午
後
６
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
料
金

○
前
売　

一
般　
　

１
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
校
生　

８
０
０
円

○
当
日　

一
般　
　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
校
生
１
０
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、

各
実
行
委
員
か
ら
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
活
動
写
真
倶
楽
部

■
問
い
合
わ
せ　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
（
☎
86

－

０
０
０
１
）
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豆いり（豆まきの日）

Ａ夫「なにしったな？」
　　保育士「『豆まき』の豆いりし

　　ているんだよ」

Ａ夫「あっ、豆跳ねたよ」
Ｂ夫「プチプチ音してる。あっち、
　　あっちて言ってる見たい！」

Ａ夫「こっちんな踊っているよ。
　　遊んでいるみたい」

保育士「そうだね、楽しそうだね」

こぐわ保育園 まっかなほっぺ

お昼寝の後
Ｋ子「Ｙくんのほっぺ、赤くてり
　　んごみたい」

Ａ子「大好きなＨちゃんが隣さ寝
　　ったからでない」

Ｋ子「そうだね」
Ｙ夫（ニコニコ！）

　冬期間は、時間に余裕をもって、スピードを抑え、自動車を運転してください。特に「橋の上」「トン
ネルの出入口」「日陰部分」の路面凍結に注意して通行するようにお願いします。
　また、横断歩道がある場所で横断しようとする歩行者がいても、止まらずスピードを出して走り去る
車がいます。特に、児童生徒の通学時間帯において危険な場面が見られるようです。自動車の運転者は
しっかり止まって、安全に渡らせてあげるなど、歩行者に優しい運転を行い交通ルール・マナーを守り
ましょう。
　この時期は、積雪により道幅も狭くなります。
携帯電話を使用するなどで、道路わきに停止して
いる車を見かけますが、歩行者や通行中のドライ
バーにも迷惑になり大変危険です。駐車帯を利用
するなどして、道路わきに停車しないようにしま
しょう。
　ゆとりある運転と思いやりを持って、交通事故
防止に努めましょう。

冬道の安全運転五則

①スピードは夏場より10キロ以上減速する。

②車間距離は路面乾燥時の２倍以上とする。

③急加速、急ブレーキ、急ハンドルなどの急激な

　操作を避ける。

④視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。

⑤危険がいっぱい。追い越しはしない。

■問い合わせ　総務政策課生活安全係（☎85-6122）

の安全な運転をお願いします雪道

２月及び３月の年金相談窓口のお知らせ

　現在、社会保険庁からの「ねんきん特別便」が
昨年12月より順次送付されています。「ねんきん特
別便」に対する手続きや相談に対応するため、社
会保険事務所の年金相談窓口の休日開庁及び平日
夜間延長を行うことになりました。
【休日開庁】
●対象　県内すべての社会保険事務所
　　　　酒田年金相談センター
●期日
　２月９日（土）、３月８日（土）、３月９日（日）
●受付時間
　午前９時30分～午後４時
【平日の相談時間延長】
　平日（月曜日から金曜日）の社会保険事務所の
年金相談については、原則として受付時間を午後
７時まで延長します。
■問い合わせ
　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

社会保険庁職員を装った
不審電話にご注意ください

　社会保険庁職員を装い、個人の自宅に電話を
し、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）を操作させ、
振り込みを行わせるなどの「振り込め詐欺」と
思われる電話が、今年に入って多発しています。
不審電話があった地域は村山地区、庄内地区で
確認されています。
　社会保険事務所が各種給付金の支払いを行う
場合に、職員が電話連絡で、お客様に金融機関
などへの誘導、ＡＴＭの操作及び携帯電話の操
作などをするようにお願いすることは一切あり
ません。
　「怪しい」と感じたら、その場で対応せず、
一旦電話を切り、相手の電話番号などを確認の
うえ、お近くの社会保険事務所に至急ご連絡を
お願いします。
■問い合わせ
　山形社会保険事務局（☎023－629－7255）
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催　し

白
鷹
町
史
談
会
�
歴
史
講
演
会

�
研
究
発
表
会

▼
い
つ　

２
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
内
容

(1)
講
演
「
大お
お
だ
つ
め

立
目
氏
と
荒
砥
城
」

　

講
師　

井
上
俊
雄
さ
ん
（
い
い

　

で
歴
史
考
古
の
会
会
長
）

(2)
研
究
発
表

①
「
仏
教
に
つ
い
て
」

　

丸
山
正
志
さ
ん

②
「
栃
窪
山
の
神
の
神
像
に
つ
い

　

て
」

　

佐
藤
与
七
さ
ん
（
栃
窪
出
身
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
主
催　

白
鷹
町
史
談
会
、
白
鷹

町
教
育
委
員
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

定
住
外
国
人
子
育
�
語
�
�
会

　

今
年
も
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
「
心
広
が
る
ふ
れ
あ
い
講
座
」

と
し
て
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

定
住
外
国
人
の
か
た
で
、

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
い
る
か
た

▼
内
容

①
「
豊
か
な
食
生
活
で
健
康
子
育

　

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
外
国
の
手

　

づ
く
り
お
や
つ
の
試
食
や
、
大

　

豆
・
野
菜
を
使
っ
た
健
康
レ
シ

　

ピ
の
紹
介

②
白
鷹
町
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

　

ス
や
日
本
語
学
校
の
紹
介

▼
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
２
１

２
）

白
鷹
町
婦
人
会
研
修
会

　

女
性
と
し
て
の
生
き
方
、
そ
し

て
楽
し
く
元
気
に
な
れ
る
お
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜（
開
場
午
後
１
時
〜
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ
「
女
性
が
輝
く
元
気
な

町
に
」

▼
講
師　

関
千
鶴
子
さ
ん

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
村
�
深
山
�
匠
作
品
展

　

つ
る
・
わ
ら
細
工
な
ど
、
匠
の

作
品
が
の
ど
か
村
に
集
合
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
16
日
（
土
）
〜
24

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

＊
火
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷
の

ど
か
村

▼
内
容

①
白
田
重
郎
さ
ん
、

　

羽
田
卯
兵
衛
さ

　

ん
、
樋
口
亀
代

　

司
さ
ん
、
横
澤
正
さ
ん
の
作
品

②
樋
口
久
一
さ
ん
、
岩
澤
桂
太
郎

　

さ
ん
の
遺
作
品

③
恒
例
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

④
深
山
工
房
・
和
紙
セ
ン
タ
ー
の

　

作
品
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料　

無
料

【
の
ど
か
村
雪
見
の
宴
】

▼
い
つ　

２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜

▼
会
費　

予
約
制
２
０
０
０
円

＊
雪
灯ど
う
ろ
う篭

を
つ
く
っ
て
待
っ
て
い

　

ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
深
山
郷
の
ど
か
村
（
☎
85

－

０

３
８
０
）

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
合
同
演
奏
会

　

今
年
も
荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
で

は
、
一
般
愛
好
者
の
か
た
が
た
と

の
合
同
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
曲
目

●
第
１
部
「
未
来
へ
」「
Ａ
Ｍ
11
：

00
」「
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
」

「
イ
ケ
ナ
イ
太
陽
」
ほ
か
全
６
曲

●
第
２
部
「
風
之
舞
」「
ア
パ
ラ
チ

ア
ン
序
曲
」「M

isson Im
possible

」

「
パ
イ
レ
ー
ツ　

オ
ブ　

カ
リ
ビ

ア
ン
」
ほ
か
全
６
曲

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
／
福

岡
・
齊
藤
（
☎
85

－

２
１
７
２
）

�
布
�
糸
�
会
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
作
品
展
示
会

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
火
）
〜
26

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
キ
リ
ス
ト
教
会

■
問
い
合
わ
せ　

佐
藤
八
重
子

（
☎
85

－

３
９
２
９
）・
白
鷹
キ
リ

ス
ト
教
会
（
☎
85

－

０
１
７
９
）

�
�
�
�
味
土
里
�
�
�
�
�

発
表
会

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
内
容　

置
賜
冬
採
り
野
菜
の
紹

介
、
冬
採
り
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
紹
介
、
試
食

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

先
着
30
人

▼
募
集
期
間　

２
月
12
日
（
火
）

〜
20
日
（
水
）

▼
そ
の
他　

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
（
要
申
込
）。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
業
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
１
）

地
場
産
�
米
�
大
豆
�
�
�

�
�
�
�
体
験
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

３
月
４
日（
火
）、12
日（
水
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

▼
内
容　

地
場
産
の
米
と
大
豆
を

●
お
き
た
ま
雛
回
廊　

あ
ゆ
茶
屋
古
代
雛
展
示�

�
�
��

�
月
�
日
�
土
��
�
月
�
日
�
火
�午
前
10
時
�
午
後
�
時�

最
上
川
舟
運
文
化
�
象
徴
�
�
�
庄
内
�
村
山
�
置
賜
�

�
�
�
�
�
街
道
�
人
気
�
�
�
�
�
�
�
雛
回
廊
�
一
貫
�
�
今
年
�
�
古
代
雛
�
展
示
�
�
�
�
�
�
�
越
�
�
�
�
�
�
�
問
�
合
�
��

�
�
茶
屋�
☎
85

�

�
�
�
�
�
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募　集

おしらせ

▼
お
願
い　

就
職
の
あ
っ
せ
ん
や

融
資
を
受
け
る
た
め
の
金
融
機
関

と
の
交
渉
、
結
婚
の
紹
介
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込

方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

労
災
年
金
福
祉

協
会
山
形
労
災
年
金
相
談
所
（
☎

０
２
３

－

６
２
４

－

５
３
８
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
生
就
職
�
�
�
�
�

①
東
京
会
場

▼
い
つ　

４
月
11
日
（
金
）
昼
12

時
30
分
〜
午
後
４
時
（
受
付
昼
12

時
〜
）

▼
ど
こ
で　

六
本
木
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

②
山
形
会
場

▼
い
つ　

４
月
25
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分
（
受
付
昼
12
時

30
分
〜
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
対
象　

大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
な
ど
の
平
成
21
年
３
月

卒
業
予
定
者

▼
内
容　

複
数
の
企
業
と
個
別
ブ

ー
ス
で
面
談
。
そ
の
ほ
か
職
業
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
若
者
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
３
６
３
）・
山
形
労
働

局
職
業
安
定
課
（
☎
０
２
３

－

６

２
６

－

６
１
０
９
）

使
っ
た
み
そ
の
仕
込
み
体
験

▼
対
象　

置
賜
地
域
に
在
住
ま
た

は
就
業
す
る
か
た（
家
族
を
含
む
）

で
、
２
日
間
参
加
で
き
る
か
た

▼
募
集
人
員　

各
会
場
30
人

＊
初
め
て
参
加
す
る
か
た
優
先

▼
参
加
費　

２
５
０
０
円
（
約
10

㌔
グ
ラ
ム
の
み
そ
が
で
き
ま
す
）

▼
募
集
期
間　

２
月
20
日
（
水
）

〜
26
日
（
火
）

※
詳
細
は
、
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
か
た
に
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

農
業
振
興
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１
）

�
月
17
日
�
町
営
�
�
�
場
�

営
業
�
�
�
�

　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場
は
、
第
36

回
白
鷹
町
民
・
白
鷹
町
小
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
の
開
催
の
た
め
、
２

月
17
日（
日
）は
午
後
２
時
ご
ろ
ま

で
一
般
利
用
で
き
ま
せ
ん
（
大
会

終
了
後
、
一
般
利
用
で
き
ま
す
）。

　

な
お
、
ス
キ
ー
大
会
の
進
行
状

況
に
よ
っ
て
は
、
一
般
利
用
の
開

始
時
間
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

労
災
年
金
受
給
者
�
巡
回
相
談
会

　

相
談
は
一
切
無
料
で
す
。
個
人

情
報
や
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・

２
研
修
室

▼
内
容　

受
給
し
て
い
る
労
災
年

金
の
こ
と
、
日
常
生
活
上
の
悩
み

や
心
配
事
、
法
律
上
の
問
題
な
ど

の
対
抗
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
の
部
は
東
西
の
対
抗

と
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

２
月
25
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
８
時
〜

○
東
中
学
校
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
（
町
民
税
務
課

内
・
佐
藤
／
☎
85

－

６
１
３
０
）

�
�
�
�
看
護
体
験
参
加
者
募
集

　

患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
、
命
や
医
療
、
看
護
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

５
月
11
日
（
日
）
〜
17

日
（
土
）
の
期
間
内

▼
体
験
で
き
る
施
設　

県
内
病
院
、

福
祉
施
設
な
ど

▼
対
象　

高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
さ
れ
る
か
た

▼
申
込
期
間　

２
月
18
日
（
月
）

〜
28
日
（
木
）

※
体
験
施
設
や
申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
看
護
協

会
（
☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０

３
３
）

第
28
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�

�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
始

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格　

町
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
、
ま
た
は
通
勤
通
学
し
て

い
る
学
生
・
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法　

一
般
の
部
は
地
区

対
抗
、
中
学
の
部
は
東
中
、
西
中

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
相
談
窓
口
の
開
設

　

平
成
６
年
以
前
に
、
大
量
出
血

時
の
止
血
の
た
め
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
か
た
は
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

可
能
性
が
一
般
の
か
た
よ
り
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
１
月
17
日
に
政
府
広
報
で
、
フ

ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
納
入
先
と

さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
を
あ
ら
た

め
て
公
表
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

置
賜
保
健
所
で
は
臨
時
の
検
査
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
13
日
（
水
）

①
午
前
10
時
〜
昼
12
時

②
午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

▼
相
談
内
容　

面
接
相
談
と
血
液

検
査

▼
検
査
項
目　

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検

査
（
結
果
は
２
週
間
後
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

※
検
査
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
例
の
相
談
・
検
査
は
、
毎
週

月
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
に
行
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地

域
保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
担
当

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥甲 橋本 新　吾 晶
しょう

乃
の

丞
すけ

奏

佐野原 竹田 良　則 あおい友　香

鮎　貝 佐藤 光　晴 聖
しょう

　悟
ご

睦　美

十　王 新野 亮 悠
ゆう

　人
と

光　世

十　王 田口 美　貴 眞
ま

　大
ひろ

明　子

鮎　貝 横澤 塁 悠
ゆう

　人
と

圭　子

横田尻 小林 政　雄 愛
あ ゆ な

友菜美　沙

箕和田 馬下 和　弥 優
ゆう

　弥
や

美由貴

箕和田 大沼 昇 和
わ

　佳
か

幹　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　竹　善　幸　　鮎　貝
小　林　奈　美　　横田尻

（石　山　貴　史　　鮎　貝
秋　葉　幸　子　　長井市

（村　上　宏　昌　　荒砥乙
神　尾　智　子　　荒砥乙

 住所　　  氏　　名  　年齢
萩　野　海老名　　車次　82
鮎　貝　田　　　留　次　89
荒砥甲　守　谷　こ　う　94
山　口　渡　部　み　や　89
中　山　布　施　しけの  103
畔　藤　佐　藤　琢　三　92
荒砥甲　関　根　平　吉　92
荒砥乙　大　木　政　次　81
萩　野　梅　津　暢　祐　31
広　野　竹　田　義　子　77
広　野　新　野　み　つ　98
横田尻　町　田　よ　し　91
十　王　落　合　まつの　89
畔　藤　衣　袋　さ　ん　93
鮎　貝　新　野　か　ね　92
荒砥乙　　　間　ま　し　89
横田尻　丸　川　一　夫　76
高　岡　樋　口　八　代　88
高　岡　須　貝　　　一　83
山　口　川　村　みよの　95
荒砥甲　川　合　勝　夫　62
高　玉　長谷部　　　　　97
荒砥甲　中　村　敬　次　88
荒砥甲　柴　田　あや子　84
高　玉　金　子　修　司　65
横田尻　奥　山　み　ゑ　87

●1月1日 ▼1月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

今
、
少
し
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
。

早
い
も
の
で
、
新
し
い
年
に
入
っ
て

も
う
１
カ
月
が
経
過
し
た
。
平
成
20

年
、
年
齢
で
い
う
な
ら
平
成
の
時
代

も
二は

た

ち

十
歳
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
年
々
の
変
化

は
、
あ
ま
り
に
激
し
い
。
成
人
ら
し

い
大
人
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。 

　

わ
が
白
鷹
町
で
は
、
20
年
前
と
比

較
し
、
道
路
や
施
設
な
ど
社
会
資
本

の
整
備
が
進
み
、
産
業
形
態
も
移
り

変
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
や
創
出
に
よ
り
、
交

流
人
口
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
に
連
れ
、

福
祉
や
教
育
の
形
態
も
大
き
く
変
化

を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成
時
代
の

白
鷹
町
は
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
の
た

め
、
そ
の
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
整
備

す
べ
き
な
の
か
。
そ
の
一
つ
、
交
流

基
盤
に
つ
い
て
表
面
的
に
あ
ら
た
め

て
見
て
み
た
い
。

　

町
の
中
央
を
山
形
県
の
母
な
る
川

「
最
上
川
」
が
北
上
す
る
（
先
般
、

県
・
市
町
村
に
お
い
て
最
上
川
の
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
文
化
庁
に
提

案
し
た
。
そ
の
メ
イ
ン
遺
産
の
一
つ

が
、
本
町
部
分
で
発
見
さ
れ
た
最
上

川
の
舟
道
で
あ
る
）。
そ
し
て
三
方

が
、
風
景
と
し
て
見
る
人
を
引
き
つ

け
る
深
み
の
あ
る
山
並
み
に
囲
ま
れ

て
い
る
。
最
上
川
に
か
か
る
荒
砥
橋

を
接
点
と
し
て
、
川
を
挟
ん
で
市
街

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
山さ

ん
ろ
く麓

あ
る
い

は
山
里
に
家
並
み
が
連
続
・
点
在
し
、

田
園
が
最
上
川
に
向
か
っ
て
広
が
る
。

ほ
ど
よ
い
バ
ラ
ン
ス
で
土
地
が
活
用

さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
理
想
的
な
配
置

と
思
う
。
人
口
約
１
万
６
３
０
０
人
、

面
積
１
５
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

　

こ
の
よ
う
な
本
町
の
地
図
に
、
交

流
拡
大
の
基
本
と
な
る
交
通
網
を
考

え
て
み
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
国
土
軸

を
考
え
る
と
、
東
日
本
で
は
太
平
洋

側
の
仙
台
市
、
日
本
海
側
の
新
潟
市

の
両
市
が
、
国
内
・
国
際
的
な
視
点

か
ら
拡
大
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
今

後
、
人
の
流
れ
、
物
の
流
れ
は
一
層

活
発
化
す
る
。
仙
台
か
ら
山
形
市
、

そ
し
て
新
潟
市
の
双
方
向
の
コ
ー
ス

は
、
横
軸
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ

の
際
、
本
町
を
経
由
し
飯
豊
、
小
国

が
最
短
距
離
で
あ
る
。
現
在
で
も
白

鷹
〜
仙
台
間
は
車
で
１
時
間
50
分
程

度
、
白
鷹
〜
新
潟
間
は
２
時
間
強
に

過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
県
内
交
流
と
し

て
置
賜
と
村
山
地
方
を
考
え
れ
ば
、

２
本
の
国
道
が
通
る
白
鷹
は
、
ま
さ

に
交
通
の
要
所
で
あ
る
。
ま
た
、
本

町
を
中
心
と
し
た
交
流
で
は
、
周
辺

地
域
と
し
て
は
長
井
市
、
山
形
市
、

朝
日
町
が
現
実
的
に
最
も
連
関
の
強

い
交
流
軸
で
あ
り
、
町
民
の
活
動
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
は
町
民
活

動
の
視
点
か
ら
は
広
域
エ
リ
ア
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
時
間
距
離
と
地
域
特

性
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
大
き
な

視
点
か
ら
見
て
も
、
ま
た
周
辺
的
視

点
か
ら
見
て
も
、
本
町
の
交
流
拡
大

の
基
礎
的
な
地
理
条
件
は
整
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

道
路
に
よ
っ
て
交
流
軸
は
変
化
し
、

促
進
さ
れ
る
の
は
、
明
白
な
事
実
で

あ
る
。

　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
に

よ
り
、
鮎
貝
駅
側
か
ら
の
道
路
の
骨

格
が
明
確
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
荒
砥

橋
側
へ
の
道
路
整
備
、
か
つ
新
荒
砥

橋
の
建
設
に
よ
り
、
鮎
貝
側
と
荒
砥

側
は
平
面
的
に
も
、
精
神
的
に
も
一

体
感
が
増
幅
し
地
域
力
が
強
ま
る
。

そ
し
て
、
本
町
に
お
け
る
東
側
・
西

側
の
全
エ
リ
ア
は
、
地
域
と
し
て
農

村
と
し
て
の
重
厚
さ
・
役
割
を
保
ち

つ
つ
、
各お

の
お
の々

の
個
性
化
を
強
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
戦
略

と
努
力
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。

　

日
本
の
農
村
地
域
に
お
け
る
地
域

形
態
と
し
て
、
白
鷹
町
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
、
住
み
や
す
い
、
活
力
あ
る
、

交
流
の
活
発
な
、
そ
し
て
地
域
に
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の

か
た
が
た
と
と
も
に
、
全
力
で
目
指

し
た
い
。
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